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『三曼陀跋陀羅菩薩経』試訳(1)
中 御 門 敬 教
〔抄録〕
『三曼 陀跋 陀羅 菩薩経』 は非常 に小 部 な大 乗経典 であ る。 しか し,そ こには,懴
悔 ・随喜 ・勧請 ・廻 向 に関す る まとまった記述が,『舎利弗悔過経』 と共 に最古 の形
で保存 されてい る。 また,両 経中のそれ ら各項 目は,後 に様 々な形 で展 開 してい く。
例 えば,「普賢十大願」 としてく華厳経〉へ踏 襲 された り,禅 定 の予備 段階 として,
瑜伽行 中観派 のKamalaｧila(A.D.8C.)によって,Bh穽an稾rama中に採用 された りし
てい る。 また,中 国 に至 って は,懴 悔 ・随喜 ・勧 請 ・廻 向 に発願 を加 えた 「五悔」
が,智 顕(A.D.6C.)の『摩訶 止観』 や,善 導(A.D.7C.)の『往 生礼 讃』 中に見 ら
れ る。つ まり,こ う した展 開の出発 点 となる経典 の一つ が,『三 曼陀跋 陀羅菩薩経』
であ る。 また,こ の経 典 には訓読や現代語訳 が存在 しないため,筆 者 は本稿 で 『三曼
陀跋陀羅菩薩経』 現代 語訳 を行 う。
キーワー ド 『三曼陀跋陀羅菩薩経』,『舎利弗悔過経』,兜沙陀比羅経,普 賢菩薩,
三品
は じ め に
普賢菩薩が 登場 す る古層 文献 と しては,西 晋時代(A.D.265-316)に竺法護 に よって訳 出 され
た 『正法華経』 ・ 『如 来興顕経』 ・ 『等 目菩 薩所 問三昧経』が有名 である。 また,他 の注 目す
べ き経典 にGandavy琪aがあ る。今 日のGandavy琪aが,成立当時 の原形 を保持 している確 証
はないが,そ の経典 は普賢菩薩や普賢行 を理解 する際,我 々に貴重 な示唆 を与 えて くれ る。 こ
の経 典の成立年代 について は,梶 山雄一氏 の詳細 な研 究報告が ある。氏 はL.0.G6mez氏の見
解に修正 を加 え,Gandavy琪a成立年代 をA.D.50-200とされた。(cf.梶山雄 一監修 『さと りへ
の遍歴』 上巻 中央公論社 ユ994年pp.448-452)こう した諸経典 中の普賢菩 薩は,恐 ら く大乗
経典 に至 って初めて登場 する。筆 者が本稿 で扱 う 『三曼陀跋 陀羅菩薩経』 も,そ うした普賢菩
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薩が登場する古層文献の一つである。cf.注(1)さて,上述の竺法護訳経典(『正法華経』 を除
く)やGandavyichaは,明確にく華厳経〉所属経典である。一方,『三曼陀跋陀羅菩薩経』 も,
冒頭の 厂一時仏在摩竭提国清浄法処自然金剛座。光影甚明無所不遍照」や,文 殊菩薩と普賢菩
薩の対話形式 をもって,〈華厳経〉から脱化 したもの と理解 されてきた。(cf.編纂者 小野玄
妙 『仏書解説大辞典』大東出版社1933年,大野法道 『大乗戒經の研究』山喜房佛書林1954
年)し かし,この経典を一読 した結果,内容面では〈華厳経〉 より,むしろ 『舎利弗悔過経』
との親近性が確認できた。つまり,この経典の注 目すべ き特徴は,『舎利弗悔過経』の枠組 ・
内容を踏襲 し,新たな思想(阿 弥陀仏国への往生,普 賢菩薩行,法 身etc.)を盛 り込み,〈 華
厳経〉の場面設定を採用 した点にある。『舎利弗悔過経』では,仏 は舎利弗の問いに対 し,一
人称 「某」に,懴 悔 ・随喜 ・勧請 ・廻向を説かせている。同様に 『三曼陀跋陀羅菩薩経』で
も,普 賢菩薩は文殊菩薩の問いに対 し,一人称 厂某」 に,懴悔 ・随喜 ・勧請 ・廻向を説かせ
る。私見ではあるが,こ の経典はく華厳経〉からの脱化と言うより,『舎利弗悔過経』を土台
とし,〈華厳経〉影響下で改編 された可能性がある。なお,『三曼陀跋陀羅菩薩経』の趣旨
(懴悔 ・随喜 ・勧請 ・廻向etc.)は,普賢菩薩と結び付 き,〈普賢行願讃〉や 『四十華厳』中
の 「普賢十大願」 として,明確に後代の〈華厳経〉へと吸収されてい く。
α.研究姿勢
『三曼陀跋陀羅菩薩経』には,訓読や現代語訳が存在せず,古訳の単行経典であるため読解
困難な経典である。そのため筆者は,理解の手解きとなる 『舎利弗悔過経』の試訳を前段階 と
してまず行 った。(cf.拙稿 「『舎利弗悔過経』試訳」 『佛教大学仏教学会紀要』第6号1998年
以下,拙 稿[1998])そして,筆者はその前作業にひき続 き,本稿で現代語訳 と語註を行った。
翻訳箇所は,紙数の関係で 「五蓋品第一」n晦過品第二」のみとなった。「願楽品第三」「請勧
品第四」「譬福品第五」については,稿 を改め論 じることにしたい。底本として 『大正蔵』
(T.14,pp.666-667)を使用 し,筆者の理解を示すため句読点 を新たに打ち直 した。そして,
内容面から原文を細かく区切 り,通 し番号(A～J)を つけた。語註では,『漢語大詞典』(漢
語大詞典出版社1992年中国上海 以下HD.)を参考にし,経典中の語彙が どの時代に使用 さ
れたかを確認 した。また,全体を通して内外の優れた研究成果を利用させて頂き,その出所 を
記載 した。筆者 には読解できない箇所 も存在 したが(通 し番号J),理解できなかった点を明
示 して,原文を提示 した。諸賢の御指導を賜わりたい。
β.『三 曼陀跋陀羅菩薩経』 を扱 った研 究
・編 纂者 小野玄妙 『仏書解説大辞典』大東 出版社1933年(VOI.4,pp.122,c-123,a)
・大野 法道 『大乗 戒經 の研究』 山喜房佛書林1954年pp.399-400
・藤 田宏達 『原始 淨土思想 の研究』岩波書店1970年p.424,432
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・望 月信 亨 『浄土教 の起原 及発達』 山喜房佛書林1972年pp.536-538
・静谷正雄 『初期大乗仏教 の成立過程』百華苑1974年p.145,353,361
・干潟龍祥 『改訂増補 本生経類の思想的研 究』 山喜房佛書林1978年pp.127-131,167-168
・塚本啓祥 『法華経 の成立 と背景』佼成出版社1986年p.479
・香川孝雄 『浄土教 の成立史的研 究』 山喜房佛書林1993年pp.469-471,p.489
・藤近恵市 「初期大乗経典 にお ける普賢行の一考察」 『印仏研』45-2所収1997年
三曼陀跋陀羅菩薩経
くコ
西晋居士轟道真訳
A.(T14.p.666,c.1-17)
五蓋品第一
聞如是:"一 時仏在摩竭提国清浄法処 自然金剛座。光影甚明無所不遍照。与衆摩訂薩等、無央
数菩薩共会坐。三曼陀跋陀羅菩薩、文殊師利菩薩最第一。文殊師利菩薩問三曼陀跋陀羅菩薩言
:`若有人求菩薩道者。善男子、善女人欲得無蓋清浄者,当 施行何等法,自 致得之乎?'三 曼
陀跋陀羅報文殊師利菩薩:"`若有善男子,善 女人欲求菩薩道者,当 整衣服,昼 夜各三稽首十方
諸仏作礼,悔 過,悔 諸所作悪、諸所当忍者忍之、諸所当礼者礼之、諸所当願楽者願楽之、諸所
当勧請者勧請之。如是,一 切諸罪蓋、諸垢蓋、諸法蓋悉除也。一切功徳悉得、具足般若波羅
蜜、兜沙陀比羅経、一切三昧、一切諸陀隣尼、一切湛愁拘舎羅。是為諸経中尊,将 如是者,為
已得礼一切諸仏。其意至心也'"。
くの
五蓋品第一
この ように聞いた。
ゆ「ある時,仏 はマガダ国の清 らかな法処である自然金剛座にいた。輝 きはたいそう明るく,
隅々まで照らした。多 くの摩訶薩や数え切れない菩薩達 と法座にいた。普賢菩薩 と文殊菩薩が
最も上座にいた。文殊菩薩が普賢菩薩に尋ねた。
『菩薩道を求める人がいたとします。[その]良 家の子息や,良 家の子女が[煩 悩に]覆 われ
くわ
ない[心 の]清 らかさを望んだなら,一体 どの様な教えを行えば,自 らそれを獲得できるので
すか?』 と。
普賢[菩 薩]は 文殊菩薩に答えた。
『良家の子息や,良家の子女が菩薩道を求めるなら,衣服を整え日中に三度,夜 中に三度,十
方の仏[の 足]に 頭 をつけて礼拝 し,過 ちを懴悔 し,犯 した諸悪を懴悔 し,忍ぶべ き事は忍
ゆ 　ロ 　の
び,礼拝すべき者には礼拝 し,随喜すべき事は随喜 し,勧請すべ き事 は勧請すべきです。この
様にして,あ らゆる罪の覆いや,あ らゆる煩悩の覆いや,あ らゆる現象の覆いが,悉 く除かれ
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ゆ
ます。[こうして出来た]全 ての功徳を悉 く獲得 して,般 若波羅蜜や,兜 沙陀比羅経や,あ ら
ゆる三昧や,あ らゆるダラニや,あ らゆる善巧方便 を備えます。これは,数 ある経典の中で も
最 も優れたものであり,この様な事を実践すれば,全 ての仏に礼拝 した事 となります。その者
の意はひたす らです』 と」
B.(T14.p.666,c.18-p.667,a.2)
悔過 品第二
三曼陀跋 陀羅菩薩言:`一 切 人身所行 口所犯心所 念悪,一 切諸仏刹其 中塵等起意念一切諸悪。
"某皆為其悔 過
。某従本所作為有悪。於諸仏 、諸菩薩 、諸 迦羅蜜、父母 、阿羅 漢、辟支仏、怛
沙竭、護怛 沙竭寺神 、怛 沙竭法 中諸所犯 過悪、須呵 摩提阿弥 陀仏 刹土、一切 諸仏 、一切諸仏
刹 、一切 諸仏 法,若 有狐疑起意不信者。某為其悔一切罪過。
普賢菩薩は言った。
「すべての人は,身 体 で行 った,口 で犯 した,心 で念 じた悪や,す べ ての仏 国土 その中で,塵
の数ほ ど[悪]意 を起 こ して[作 った]す べ ての悪 を[以 下 のよ うに]念 じます。
(9)
『私 はすべて懴悔 します。私は以前に犯した悪があります。[すなわち]諸仏や,諸 菩薩や,
ロゆ
善知識達や,父 母や,阿羅漢[と いう聖者]や,辟 支仏[と いう聖者]や,如 来や,如 来の仏
ロけ にき
塔 を守る神(ヤ クシャ)や,如 来の教 えに対 し犯 した多 くの罪悪や,極 楽 という阿弥陀の仏国
　ロ
土や,す べての仏や,すべての仏国土や,す べての仏の教えに対 し猜疑心をもち,[悪]意を
ロむ
起こして信 じなかったこと[です]。私はすべての過ちを懴悔 します。
C.(T14.p.667,a.2-p.667,a.9)
其有於 一切諸仏 、諸菩薩、諸迦羅蜜、諸父母、諸阿羅漢、諸辟支仏、一切諸人所可誹謗者,若
恣随欲,恣 随痴,恣 随 自用,若 有頑很不与人語,若 為貪婬所牽,為 慳嫉所牽,為 貪診所牽,為
諛 諂所牽,七 百五十諸欲 所牽,其 心乱 時,不 能 自専。為一切 所蓋,為 一切所 畏,所 起意有 過
失 。今某皆為悔一切罪過。
ロヨ
私がすべての仏や,諸菩薩や,善 知識達や,父母達や,阿 羅漢[と いう聖者]達 や,辟 支仏
ロぱ
[という聖者]達 や,す べ ての人 に非難 され て も,あ るいは欲 の なす まま,無 知 のなす まま,
ロつ なお ロカ
自分勝手に振る舞い,あ るいは頑固で耳をかさず,あ るいは飽 くなき貪 りに繋がれ,吝 嗇や嫉
　 をむ 　 　 　
妬に繋がれ,強欲に繋がれ,へ つらうことに繋がれ,七 百五十の欲に繋がれ,私 の心が乱れた
　
時,集 中できませんでした。すべてのものに覆われ,す べての ものに脅かされ,何 を考えても
過失が生 じました。私はすべての過ちを懴悔 します。
D.(T14.p.667,a.10-p.667,a.16)
某従阿僧祗劫,起 悪意於仏 。若闘乱比丘僧,若 害阿羅漢,若 害父母,若 見正法言非法,若 見非
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法言是法,若 言刑嘆一切人所思念,常 与非法之事若他所犯過,若 欲犯,若 已犯,其 多沙竭所教誡
若犯之。今世若前世不知仏、法、比丘僧時,諸 所犯過悪。今某皆為悔一切罪過。
私は,数 え切れない劫[の 昔]か ら,仏に対 し悪意を起こしました。出家者のサンガを乱 し
たり,阿羅漢[と いう聖者]を 傷つけたり,父母を傷つけたり,正 しい教えを見て正 しくない
教えだと言ったり,正 しくない教えを見て[正 しい]教 えだと言ったり,すべての人の考えを
セむ
あざけ笑ったり,常に正 しくない事柄に組 して他人に過ちを犯[さ せた り],[自ら過ちを]犯
　 　
そうとした り,すでに[自 ら過ちを]犯 したり,[現在]如 来の教えや戒を犯 しています。現
在や過去[に おいて],仏や[仏 の]教 えや出家者のサ ンガを知 らなかった時,犯 した諸罪
[があ りました]。今,私 はすべての過ちを懴悔 します。
E.(T14.p.667,a.17-p.667,a.22)
某諸所 作邪嫉 之意。若有仏,断 止 人不得 令見。 若有明経 説法者,断 止 人不得令 聞。若有迦羅
蜜,断 止人不得令住会。若有人施与鉢、震越、飯食、床臥具、病痩医薬所作功徳,呵 止 人不得
令与。作無央数,不 止展転相教起罪。今某皆為悔 一切罪過。
セリ
私が作った多 くの悪 しき憎 しみの意とは。仏がおれば,人 を妨げ見させませんでした。経典
an
に通 じ教えを説 く者がおれば,人 を妨げ聞かせませんで した。善知識がおれば,人 を妨げ会わ
せませんで した。鉢や衣や食物や寝具一式や病気の医薬 を布施 し功徳 を作ろうとする人がおれ
なロ
ば,怒鳴 り脅 して布施をさせませんでした。[このように]数 え切れない[罪 を]作 っただけ
ゆ
でなく,次から次に[他人に]罪 を作 らせました。今,私 はすべての過ちを懴悔 します。
F.(T14.p.667,a.23-p.667,a.27)
某諸所作罪。見人犯者,於 辺勧助 。用是故為 罪所牽,生 於末世 。若生於貧家,若 離迦羅蜜,若
有仏不能得見,若 有菩薩、迦 羅蜜不能得与 共会,而 不能得 聞経法。以諸所作悪故,不 能及値是
聖賢身。今某皆為悔 一切罪過。
　
私が作った多 くの罪とは。人が[罪 を]犯すのを見て,傍 で[そ の行為を]鼓舞 しました。
そのため罪に繋がれ,末 法の世に生まれます。あるいは,貧 しい家に生まれたり,善知識に会
えなかった り,仏がいても見ることができなかったり,菩薩や善知識がいても共に会うことが
できず,教 えを聞 くことができませんでした。多 くの犯 した罪のせいで,こ の聖者や賢者に出
　
会えませんで した。今,私 はすべての過ちを懴悔 します。
G.(T14.p.667,a.27-p.667,b.6)
某諸所作罪,不 能及逮聞法,或 聞法其心不能受法,若 已受而復忘失,不 能堅持法,不 能諦持
法,而怯劣無瞻,其形色不能致得端政,所 生常少財宝,不 能得陀隣尼行,不 能得三昧行,不 能
得般若波羅蜜行,不 能得無念慧行,不 能得滬愁拘舎羅所入慧i,不能得兜沙陀比羅無所墅礙所入
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慧。某一切諸所作罪,不 能及逮是也。今某皆為悔一切罪過。
　
私が作った多 くの罪[の せいで],[私は]教 えを聞けず,教 えを聞いても心が教えを受け入
れることができず,[教えを]受け入れていても忘れてしまい,教 えをしっか り保つことがで
お 　 　 　カ
きず,教 えをつまびらかに保つことができず,怖 じけづ き勇気がな く,容姿の麗 しさを獲得で
きず,生 まれた所が常に財宝少なく,ダラニという行いを獲得できず,三昧 という行いを獲得
できず,般 若波羅蜜という行いを獲得できず,無 執着という智慧の行いを獲得できず,善 巧方
ゆ
便[で]理 解する智慧を獲得できず,兜沙陀比羅の無障害さ[で]理 解する智慧を獲得できま
せんで した。私はすべての諸罪[のせいで]こ うした状態に達せませんでした。今,私 はすべ
ての過ちを懴悔 します。
H.(T14.p.667,b.7-p.667,b.12)
某諸所作罪,不 能得一切法行所入慧功徳,不 能得一切人意所行慧功徳,不 能得一切人因五根
所入慧功徳,不 能得一切人慧、律所入功徳,不 能得一切法、慧所入功徳 不能得一切人泥疸慧
功徳。某一切諸所作罪,不 能及逮是也。今某皆為悔一切罪過。
私が作った諸罪[の せいで],[私は]すべての法行[で]理 解する智慧の功徳 を獲得でき
ず,す べての人の意が作る智慧の功徳を獲得できず,す べての人が五つの感覚器官で理解する
智慧の功徳 を獲得できず,す べての人の智慧や戒律[で]理 解する功徳を獲得できず,すべて
にひ
の教えや智慧[で]理 解する功徳を獲得できず,すべて人の涅槃の智慧の功徳 を獲得できませ
んで した。私はすべての諸罪[の せいで]こ うした状態に達せませんでした。今,私 はすべて
の過ちを懴悔 します。
1.(T14.p.667,b.12-p.667,b.17)
某諸所作罪,不 能得洞視、徹聴,不 能得神足飛行,不 能得 自知宿命,不 能得知去来之事,不
能得梵天音声,不 能得身、口、意功徳 不能得清浄高行,而不能得具足於功徳。某一切諸所作
罪,不 能及逮是也。今某皆為悔一切罪過。
私の作った諸罪[の せいで],[私は]天眼通や天耳通を獲得できず,神通力で飛行できず,
自分の過去世を理解できず,過去や未来の出来事を理解できず,梵 天の[よ うな]音声を獲得
で きず,身 体や口や意[を 用いて作 る]功徳を獲得できず,清 らかで優れた行いを獲得で き
ず,功 徳を備えることができませんでした。私はすべての諸罪[のせいで]こ うした状態に達
せませんで した。今,私 はすべての過ちを懴悔 します。
J.(T14.p.667,b.18-p.667,b.22)
若他 人起悪意向某,若 有衆兵;若 某起慈(杁偲,三本,宮)心向他 人,若 有衆兵;若 致一切諸蓋所畏。
某合会於諸仏前,諸 眼諦慧 遍諦所言則受諦。某於 是諦 前,自 帰,悔 。復(v.1.+悔三本,宮)自発(v.1.改;
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三本1宮)挙,自 発 竟(v.1.覚;三本,宮)。自悔 責,不 敢 覆 蔵 。 従 今 已 後(v1.往三本息 房山)不敢 復 犯'"。
ゆ
(筆者はこの箇所を良 く理解できなかった。諸版の支持する読みが多々異なっていたり,「兵」
ほむ
の解釈の仕方など,問題点が存在 している。筆者は恣意的な解釈 を避けるため,現在,参 考 と
なる類似表現を探 している。諸賢の御指導を賜わ りたい。)
註
(1)【西 晋 居 士 聶 道 真 訳 】
現 行 の 大 蔵 経 は 『三 曼 陀跋 陀 羅菩 薩経 』 訳 者 を,す べ て 「西 晋 居 士 聶 道 真 」 と してい る。 しか し,
以 下 の点 か ら筆 者 は聶 道 真 訳 に疑 問 を も って い る。
(1)こ の経 典 は,『出 三 蔵 記 集 』(A.D.502-515)で失 訳 の扱 い を受 け て い る。
(II)『歴 代 三 宝 紀 』(A.D.597)に至 って,初 め て 聶 道真 の訳 経 が現 わ れ る。
(皿)訳 風 が 支 婁 迦 讖(あ る い は関 係 者)に 類 似 す る。 特 に音 写 語 が 非 常 に類 似 す る 。
しか し,筆 者 の 関 心 は訳 者 名 よ り翻 訳 時 期 にあ り,鳩 摩 羅 什 以 前 の 古 訳 と理 解 す る に と どめ た 。
cf.拙稿 「『三 曼 陀 跋 陀 羅 菩 薩経 』 の研 究 一 経 録 と訳 語 に よ る 考 察 一 」 『比 較 思 想 研 究』 第23号
別 冊1997年pp.29-32(以下,拙 稿[1997])
(2)【五 蓋 】 ○ ○ 品第 一
諸 経 論 中 の 「五 蓋 」 の 解 釈 ・引 用 例 に つ い て は,LouisdelaVall馥Poussin氏や 本 庄 良 文 氏 の研
究 が 詳 しい 。A6hidhar　nakosabh龝ya(Pradhan本1975年)で「五 蓋 」(Skt.pa且canivaran穗i)の
要 素 を確 認 す る と,① 「貪 欲 」(Skt.abhidhy窖・trsn?raga}cf.AKbh.247,11)②「瞋 恚 」(Skt.
vy穡稘acf.AKbh.247,i8)③「棔 沈 ・睡 眠 」(Skt.sty穗a-middhacf.AKbh.56.8-9,312.18)④
r悼挙 ・悪 作 」(Skt.auddhatya-kaukrtyacf.AKbh.56.10,57.18-19)⑤「疑 」(Skt.vicikits?と
理 解 で きる。 しか し,こ の 章 で は先 の 「五蓋 」 は 説 か れ ない 。推 測 で は あ るが,こ の 章 の 主 旨 は,「善
男 子 、 善 女 人欲 得 無 蓋 清 浄 者,当 施行 何 等 法,自 致 得之 乎?」 とあ る よ う に 「煩 悩 の取 り除 き方」 に
あ る。 そ れ ゆ え,煩 悩 を総 括 して 「五 蓋 」 と命 名 した可 能性 が あ る。 た だ し,宋 版,元 版,明 版,宮
内省 図書 寮本 で は,高 麗 蔵,房 山石 経 の記 述 「五 蓋 品 第 一 」 が 支持 され ず,「序 品 第 一 」 とな っ て い
る。
cf.LouisdelaVall馥Poussin,L'AbhidharmakosadeVasubandhuTraductionetAnnotations,Tome皿
Chapitre41971p.167
cf.本庄 良文 「シ ャマ タデー ヴ ァの倶 舎 論 註 一随 眠 品 一」 『南 都佛 教 』 第49号別刷1982年pp.37-38
cf.本庄 良 文 「『倶 舎 論 』 七 十 五 法 定 義 集 」 『三 康 文 化研 究 所 年 報』 第26・27号1995年
(3)【光 影 】 ○ ○ 甚 明 無所 不 遍 照 。
HD.voL2,p.232,b日光;光 輝cf.『列 子 』(B.0.400ca.?)
(4)【当 】 善 男 子 、 善 女 人 欲 得 無 蓋 清 浄 者,○ 施 行何 等 法,自 致得 之 乎?
「当 」 で 疑 問 文 を強 調 す る。 こ の よ うな例 は 古 訳 に多 々 見 られ る。 例 え ば,支 婁 迦 讖 訳 『般 舟 三 昧
経(三 巻 本)』(T.13,p.905,b.10)「○ 持 何 等 法 生 阿 弥 陀 仏 国?」(一 体 ど うい っ た教 え に よ って,
阿 弥 陀 仏 の 国 土 に生 まれ る ので す か?)や,支 婁 迦 讖 訳 『道 行 般 若 経 』(T.8,p.439,a.21)「○ 云 何
勧 助 作 福 成 得 阿 耨 多 羅 三 耶 三 菩?」(一 体 どの よ う に随 喜 して,功 徳 を作 り,こ の上 な い 完 全 な悟
りを完 成 す るの です か?)が あ る。
cf.SeishiKARASHIMA,AGIossaryofDharmaraksa'sTranslationoftheLotusSutra,1998,Bibliotheca
PhilologicaetPhilosophicaBuddhicaI,TheInternationalResearchInstituteforAdvancedBuddhology
SokaUniversity,p.80(以下GDTLS.),拙稿[1998]
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(5)【忍】諸所当○者○之,～ 。
「忍」の解釈については,以下を参照。筆者は 「懴悔」の一表現 と理解 した。
cf.拙稿[1998]P.15-17
(6)【願楽】諸所当○○者○○之,～ 。
HD.vol.12,p.352,b羨慕快楽cf.『百喩経』
【楽意】HD.vol.4,p.1295,a願意cf.『二刻拍案椋奇』
HD.には採 られていないが,筆 者はここの 「願楽」 を,類義語を重ねた語 と理解 した。その場合
「願 う」 といった意味になるが,後 の'「願楽品第三」に 「願楽助其歓喜」 とあることか ら,「願楽
[助其歓喜]」と理解 し,和訳にあたっては 「随喜」とした。
cf.丘山 新 「大本経(一)注 」p.391下段(『現代語訳 「阿含経典」 一 長阿含経』第1巻 平河
出版社1995年)
(7)【若有善男子、善女人欲求菩薩道者,～,諸 所当勧請者勧請之】
これに類する定型文が,安 玄訳 『法鏡経』(T.12,p.18,c.25-29),『舎利弗悔過経』(T.24,p.1090,
a.8-12,c.1-2,p.1091,a.3-14,a,18-19),Siksdsamuccaya引用(cf.(8-13))のAy ogradatta・
pariprcchdなどに見 られる。古訳に現われる他例 としては,以下の竺法護訳がある。なお,『舎利弗
悔過経』を除く諸経では 「三品」 という語が使用され,定 型文中でそれら各項目が一括 して説かれ
る。 しかし,『舎利弗悔過経』では 「三品」という語は現われず,上 述の定型文が各項目ごとにお
かれている。推測ではあるが,『舎利弗悔過経』の記述が簡略化 され,諸 経に踏襲 された可能性が
ある。
・竺法護訳 『郁迦羅越問菩薩行経』(T.12,p.26,c.3-14)
`長者。居家菩薩若離世尊教,無 有仏起、亦無有説法者、亦不見賢聖僧,便 当遍念十方一切仏。是
諸仏本行菩薩道時,皆 行精進,然 後得仏,具 足一切諸法。念是一切仏已,当勧助如是。昼夜各三浄
其身、口、意已,行 等慈,念 諸善本,遠 諸所有,当 有慚愧,以 諸功徳本自荘飾。其心清浄,令 人歓
喜、信、意楽於仏道,無 有乱。所作安諦恭敬,断 諸貢高僑慢,当 諷誦三品法経。棄一切諸悪行,悔
過以八十事,一 心勧助諸福,具 足相、好,当 転諸仏法輪,勧 助諸仏転法輪。以無量行 自受其国,寿
不可計。～'
(「長者よ,在家の菩薩が世尊の教えを離れて,仏 が現われず,教 えを説 く者 もな く,優れたサ ン
ガにも出会わなければ,そ の時[そ の者は]十 方の一切諸仏をくまなく念 じるべ きです。昔,彼 ら
諸仏が菩薩道を実践 していた時,誰 もが努め励み,後 に悟 りを獲得 し,すべての教えを備えまし
た。[在家の菩薩が]こ うした全ての仏を念じ終わ[れ ば],[次に]これ ら[諸仏の作った功徳]
に随喜すべきです。[在家の菩薩は]日 中に三度,夜 中に三度,体 と口と意を清め終わって,等 し
く慈 しみ,多 くの善根を念 じ,あ らゆるものを遠ざけ,罪 を恥 じらい反省すべ きであ り,[こうし
た]多 くの功徳で自身を飾ります。その者の心は清らかで,[他]人 を喜ばせ,信 じさせ,意 に仏
道を願わせ,取 り乱 しません。[その者は]行 いが落ち着き恭しく,様々な傲1曼さや奢 りをなぐし,
三品の教えを唱えるべきです。[つまり,その者は]一切の悪行 を捨て去 り,八十の事柄を懴悔 し,
多 くの功徳にひたすら随喜 し,[仏の身体に関する]三 十二の特徴 と八十の副次的な特徴を備え,
諸仏の法輪を転じ,諸仏が法輪を転じるよう勧請 します。[その者はこうした]数 え切れない修行
によって,自 らその[仏]国 土 を受け取 り,[そこでの]寿 命 は計ることができません。～」)
*和訳に際し異訳 も参照 した。cf.拙稿[1998]pp.18-19
(8)【兜沙陀比羅経】般若波羅蜜、○○○○○○、一切三昧、一切諸陀隣尼、一切滬愁拘舎羅。
筆者が確認した限 り 「兜沙陀比羅経」という語は,経典中では 『三曼陀跋陀羅菩薩経』 にのみ現わ
れ,理解困難…な語である。そこで以下,① 「文脈」② 「音変化 ・書写間違い」の両面から,その語
を考察 したい。
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① 「文脈」による 「兜沙陀比羅経」の理解
『翻梵語』巻第一(T54.p.985,a.)には 「兜沙陀羅経(兜 沙陀比羅)」の項目があり,支謙訳 『道
樹三昧経』(別名 『私呵昧経』)を出典とし,この音写語の解釈が数例挙げられている。しか し,結
論を述べると,その解釈は 『三曼陀跋陀羅菩薩経』の文脈にそぐわない。そこで,出 典先を確認す
ると,奇妙なことにその語は経中に見当たらないが,意 訳らしき以下の記述があった。「十道地三
篋経 及明度無極」(十地や三篋経や,般 若波羅蜜)(Tl4.p.812,a.2)。これは上掲の並列表現とす
べて一致はしないが,「兜沙陀羅経(兜 沙陀比羅)」が 「三篋経」に相当する可能性を示す。
cf.拙稿[1997]
② 「音変化 ・書写間違い」による 厂兜沙陀比羅経」の理解
推 定 後 漢代 音 や 推 定 中古 音 か ら音 写 語 を分 析 す る研 究 者 と して,Coblin,W.South氏が 著 名 で あ る。
氏 は 支 婁 迦 讖 訳 『兜 沙 経 』 中 の 「兜 沙」 を中 国語 音 韻 の 方 面 か ら考 察 し,Skt.tusaraに相 当 す る
と論 じた。(153.T280.445.1兜沙'tousra>t∂usaSkt.tusara)一(8-1)
こ こ で 筆 者 は,① の 可 能 性(「 三 篋 経 」)を 中 期 イ ン ド語 の方 面 か ら確 認 した い 。 た だ し,筆 者 は こ
の方 面 の研 究 に疎 く,諸 氏 の優 れ た研 究 成 果 をお 借 りす る。
(A)【 兜 】(tr->t-)
こ の音 変 化 は,P.や 中期 イ ン ド語(GD.を 除 く)全 て に見 られ る。
ex.(a)tr龝a-/P.Pk.t龝a,NiDoc.trasa(b)trimsat-/P.timsa(ti),Pk.tisam,NiDoc.tri§a-(8-2)
(B)【 沙 陀】skandha>khandha→sa(m)dha(sk->kh-→s-)
Osk->kh-
P.や中 期 イ ン ド語 で は,skはkhと な る例 が あ る。
ex,Skt.skandha>P.khandha,Pkt.khamdha-(8-3)
②kh-→S'
梵 語 写 本 で は,khとsの 交代 例 が 広 く見 られ る 。筆 者 が確 認 した 限 り,こ の 交代 を扱 った 最 初 の
研 究 は,A.Weber氏に よ るPratijnds皦raの研 究 で あ る 一(8-4)。そ して,そ の 研 究 が 発 端 と な り,
JakobWackernagel氏,RichardPischel氏,FranklinEdgerton氏,UlrichSchneider氏ら が 引 き続
き研 究 を 進 め て い く。JakobWackernagel氏は,「 北 イ ン ドの 発 音 で は,s,ksの代 わ り にkhと な っ
た。 従 っ てs,ksの代 わ りにkhと 書 か れ る」 と述 べ て い る。 一(8-5)また,RichardPischel氏は,中
期 イ ン ド語 に見 られ るs-→kh一の 交代 を,音 声 の類 似 に基 づ く書 写 間 違 い と し,現 代 北 イ ン ド人 に
もkhとsの 音 声 混 同が 見 られ る と論 じて い る。 一(8-6)さら にUlrichSchneider氏の研 究 は,詳 細 な
例 を挙 げ つ つ(ex.「khanda>sanda」),kh-→s一を 音 の 変 化 と理 解 し て い る。 一(8-7)最後 に,
FranklinEdgerton氏の研 究 は,UlrichSchneider氏に よっ て 批 判 され て は い る が,こ の交 代 を扱 っ
た代 表 的 な研 究 の 一 つ で あ る。 一(8-8)以上 こ れ ら諸研 究 は,音 声 面 にkhとsの 交 代 理 由 を 求 め た
もの で あ る。 しか し,書 体 の 類 似 等 に よ る 書 写 間 違 い の 可 能 性 も考 え ら れ る。Sukh穽ativy琪a-
(8-9)やMα%f6翩伽 磁 觚 一(8-10)は,New穩iで書 写 され た 後 代 の もの で あ るが,そ こ で は か な りの
頻 度 でkhとsが 交代 して い る。 本 来 的 に はNew穩i以 前 の古 書 体 で,こ の 交 代 例 を確 認 すべ きで あ
るが,筆 者 の力 量 で は 甚 だ 困 難 で あ り,こ の 点 に関 して は特 に御 諸 賢 の ご指 導 を 賜 わ りた い 。 こ こ
で,従 来 の研 究 を見 渡 す と,現 時 点 で はkhとsの 交 代 を,書 体 面 よ り も音 声 面 に 求 め る 向 きが 主
流 の よ うで あ る。
③Anusv穩aの脱 落sa(m)dha
誤 っ てAnusv穩aが書 き落 と され た可 能 性 や,原 本 に元 々Anusv穩aが表 記 さ れ て い な か っ た 可
能 性 一(8-11)があ る。
(C)【 比 羅 経 】
0「 圭匕羅 経 」(Skt.pitaka)
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支 婁 迦 讖 訳 『遺 日 摩 尼 宝 経 』 に 「比 羅 経 」 と あ り,梵 本 で は 対 応 箇 所 がSkt.pitakaとな っ て い
る 。 一(8-12)
② 「比 羅 」(Skt.pra[vartana])
Siksdsamuccayaには,以 下 の 記 述 が あ る 。 一(8-13)
Aryogradatta一ρα吻 ∫coんσ顕 御hitri-r穰retrirdivasasyaca§uceり§uci-vastra-pr穽rtasyacatri-skandhaka-
pravartanamuktam//tatratrayahp穡a-desana-puny穗umodan竏鹵uddh稘hyesan稾hy禀punya-r龝itv穰/‐
(Ayogradatta-pariprcch竄ﾉは,「 夜 中 に 三 度,そ して 日 中 に 三 度,[体 を]清 め 清 潔 な 衣 服 を 身 に つ
け た 者 は,三 品 を 実 践 し ま す(?)」 と 説 か れ て い る 。 そ こ の 三 と は,功 徳 の 集 ま りの う ち,罪 の 告
白,功 徳 に 対 す る 随 喜,仏 の 勧 請 と 呼 ば れ る も の で あ る 。 ～)
こ の 記 述 に は,「tri.skandhaka-pravartanam～」 と あ り,「 比 羅 」 がSkt.pra[vartana]に相 当 す る 可
能 性 が 生 じ る 。 こ の 場 合 「比 羅 経 」 中 の 「経 」 の 扱 い は,経 中 に 他 例 と し て 「兜 沙 陀 比 羅 」
(T.14,p.667,b.4-5)とあ る こ と か ら,「 比 羅 」 と別 個 に 考 え る べ き で あ ろ う。 し か し,筆 者 は 「比
羅(Skt.pra[vartana]?)」や 「経 」 に 関 し て,現 在 明 確 な 理 解 に 達 し て い な い 。 一(8-14)
(結論)
「兜 沙 陀 」 は 「三 品 」 に 相 当 す る 音 写 語 で あ ろ う が ,「 比 羅 経 」 に つ い て は,筆 者 は 明 確 な 理 解 に
達 し て い な い 。 よ っ て,和 訳 に 際 し て は,原 文 通 り 「兜 沙 陀 比 羅 経 」 と し た 。
(8-1)Coblin,W.South,AHandbookofEasternHanSoundGlosses,HongKong;1983p.248
(8-2)R,L.TURNER,AComparativeDictionaryoftheIndo-AryanLanguages(以下CDIAL),Oxford
UniversityPress,1966p.343,a.
(8-3)CDIAL,p.785,b.また,-sk一 の 一kk(h)一へ の 変 化 に つ い て は,辛 嶋 静 志 氏 の 研 究 が あ る 。
cf.辛 嶋 静 志 『『長 阿 含 経 』 の 原 語 の 研 究 一 音 写 語 分 析 を 中 心 と し て 一 』 平 河 出 版 社1994年
p.36,73
(8-4)A.Weber,U6ereinzumweissenYajusgeh?igesphonetischesCompendium,DasPratijntrs皦ra,
Berlin,1872pp.84-85
(8-5)JakobWackernagel,AltindischeGrammatik,BandILautlehre,G?tingen,1896pp.136-137
(8-6)RichardPischel(translatedbySubhadraJh?,AGrammarofthePr稾ritLanguages,Motilal
Banarsidass,1981(独語 原 典1900年)p.217
(8-7)UlrichSchneider,"AchtEtymologienausdemAgga面a-Sutta",1954(Asiatica所収)P.580
(8-8)FranklinEdgerton,BuddhistHybridSanskritGrammarandDictionary,vol.1:Grammar,New
Haven,1953pp.16,2.23-17,2.26
(8-9)KotatsuFujita,丁加Larger∫" ん々仞 α'τ甥 んαRomanaizedText(ゾtheSanskritManuscriptsメo㎜
NepalPartI,Sankibo,1992[§一/kh-→p.651.K4:amitayu§as/amit窕ukhasetc.,kh-/S-→
p.658.K4:sukh穽ati/sus穽atietc.]
(8-10)RatnaHandurkande,Manic珒穽ad穗aBeingaTranslationandEditionandLokdnandaa
TranslationandSynopsis,PTS.London,1967p.13
(8-11)Kharosthiに類 す る 書 体 で は 若 干 の 例 外 を 除 き,元 々Anusv穩aは 表 記 さ れ な か っ た 。
cf.JohnBrough,TheGσ%4肱γτDんα㎜ 砂 α4α,OxfordUniversityPress,1962p.71,§14a.
(8-12)BaronA.vonSta?-Holstein,TheK龝yapaparivartaAMandy穗as皦ra?theRatnak?taClass
editedintheoriginalSanskritinTibetanandinChinese,Meicho-Fuky箞鵺ai,1977pp.13-15
(8-13)CecilBendall,Sikscis.samuccaya,BibliothecaBuddhica.1名著 普 及 会1977p 290
(8-14)Skt.pravartanaの解 釈,さ ら に,そ こ か ら 導 き 出 さ れ る 『三 品 経 』 の 性 格 に つ い て は,袴 谷
憲 昭 氏 の 詳 細 な 研 究 が あ る 。
cf.袴 谷 憲 昭 「悪 業 払 拭 の 儀 式 関 連 経 典 雑 考(1)」 『駒 沢 大 学 仏 教 学 部 研 究 紀 要 』 第50号1992年
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pp.12-13
(9)【某 】 ○ 皆 為 其 悔 過 。
以 下 の 「某 」 は,懴 悔 を行 う一 般 の 人 で あ る 。
(10)【怛 沙 竭 】 於 諸 仏 、 諸 菩 薩 、 諸 迦 羅 蜜 、 父 母 、 阿 羅 漢 、辟 支仏 、 ○ ○ ○ 、 ～ 。
支 婁 迦 讖 訳 で 使 用 さ れ る 「怛 薩 阿竭 」(如 来)を 参 考 に,「怛 沙 竭 」 を如 来 と理 解 した。 そ の 場 合,
仮 に 「怛 薩 阿竭 」 の 「阿 」 を原 語 段 階 で の長 母 音 の 反 映 と解 釈 す れ ば,q旦 沙竭 」 の 原 語 は,長 短
母 音 の 区 別 が つ か な い 形 で,表 記 な り発 音 な りが 行 わ れ て い た 可 能 性 が 生 じ る。 しか し,筆 者 は
「怛 沙 阿 竭」 の例 を確 認 して お らず ,先 の見 解 は推 測 に す ぎな い 。cf.Coblin[1983]p.243
(11)【護怛 沙竭 寺 神 】於 諸 仏 、諸 菩 薩 、 ～ 、辟 支仏 、怛 沙竭 、○ ○ ○ ○ ○ ○ 、 ～。
筆 者 は,杉 本 卓 州 氏 の 見 解 を も と に,「護 怛 沙 竭 寺 神 」(如 来 の仏 塔 を守 る神)を 「護 塔 神 」(ヤ ク
シ ャ)と 理解 した 。
cf.杉本 卓 州 『イ ン ド仏 塔 の 研 究 仏 塔 崇 拝 の 生 成 と基盤 』 平樂 寺書 店1984年p.101,103,284
同氏 「法 蔵 部 と仏 塔 崇 拝 」 『印度 哲 学仏 教学 』 第10号 北 海道 印度 哲 学 仏 教 学 会1995年
(12)【過 悪 】 於 諸 仏 、諸 菩 薩 、 ～ 、怛 沙竭 、護1旦沙竭 寺 神 、怛 沙 竭 法 中諸 所 犯 ○ ○,～ 。
HD.vol.10,p.969,a錯誤;罪 悪cf.『周 礼 』
(13)【狐 疑 】 於 諸 仏 、諸 菩 薩 、 ～ 、一 切 諸 仏 刹 、一 切 諸 法,若 有 ○ ○ 起 意 不 信 者 。
「狐 疑 」 に 関 して は,齊 藤 隆信 氏 の 研 究 を参 照 。 齊 藤 氏 に よる と,こ の 語 は仏 典 以前 に す で に現 わ
れ,仏 典 で は支 婁 迦 讖 訳 に使 用 が 始 ま る。
cf.齊藤 隆 信 「『浄 度 三 昧 経 』 と竺 法 護 訳 経 典 」 『佛 教 大 学 総 合 研 究 所 紀 要』 第4号1997年
pp.41-42(以下,齊 藤[1997])
⑳ 【罪 過 】 某 為 其 悔 一 切QO。
HD.vol.8,p.1030,b罪行;罪 悪cf.『周 礼 』,『 史 記 』(B.C.90ca.)
こ こ の 厂某 為 其 悔 一 切 ○ ○ 。」 は,「悔 過 品 第 二」 中 に八 回 現 わ れ,懴 悔 文 を締 め く く る定 型 句 と
な っ てい る。
(埒 【其 】 ○ 有 於 一 切 諸 仏 、 諸 菩 薩 、 諸 迦 羅 蜜 、 諸 父 母 、 諸 阿 羅 漢 、 ～。
ど の諸 版 も 「其 」 を支 持 して い る。 しか し,「晦 過 品 第 二 」 中 の 懴 悔 文(八 段 落)で は,こ の箇 所
を除 き,す べ て 冒頭 が 「某」 か ら始 まっ て い る。 また,『 三 曼 陀 跋 陀 羅 菩 薩 経 』 諸 版 を対 比 さす と,
「其 」 と 「某 」 の交 代 が 六 回 生 じて お り,筆 者 は こ この 「其 」 を 「某」 で 理 解 した 。
(1⑤ 【所 可 】 其 有 於 一 切 諸 仏 、 諸 菩 薩 、 諸 迦 羅 蜜 、 ～ 、 一 切 諸 人 ○ ○ 誹 謗 者,～ 。
「所 可 」=「 所 」 の 例 で あ る。cf.GDTLS.pp.436-437,拙稿[1998]p.27
(1の 【自用 】 若 恣 随 欲,恣 随 痴,恣 随 ○ ○,～ 。
HD.vol.8,p.1309,b自行 其 是,不 接 受 別 人 的 意 見 。cf.『書 経 』(西 周 ～戦 国 時 代),『 史 記 』
(B.C.90ca.)
cf.辛嶋 静 志 「遊 行 経(七)注 」pp.613-614(『現 代 語 訳 「阿 含 経 典 」 一 長 阿含 経 』 第1巻 平
河 出 版 社1995年),齊 藤[1997]p.33
⑯ 【頑 很 】 若 有 ○ ○ 不 与 人 語,～ 。
HD(vol.12,p.254,a)には,「0猶 艱 危 ② 凶悪 而 暴 戻 」 とあ るが,筆 者 は 「頑 很 」 を 「頑 固 」 の
意 味 で 理 解 した 。 しか し,他 に正 しい 理 解 が あ るか も しれ ない 。
(19)【貪 婬 】 若 為 ○ ○ 所 牽,為 慳 嫉 所 牽,為 貪 診 所 牽,～ 。
HD.vol.10,p.108,aO貪得 無 厭cf.『春 秋 左 氏 伝 』(前 漢 末 後)② 貪 財 好 色cf.『文 心 雕 龍 』
(A.D.500ca.)
『三 曼 陀跋 陀 羅 菩 薩 経 』 と 『春 秋 左 氏 伝 』(前 漢 末 後)は ,年 代 が 近 接 して い る の で,筆 者 は上 の
HD.0に従 い,「貪 婬 」 を一 語 で 理 解 した。 しか し,「貪(貪 り)」と 「婬(婬 欲)」 とに 分 か れ る可
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⑳
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(33)
能 性 もあ る。
【慳 嫉 】 若 為 貪 婬 所 牽,為 ○ ○ 所 牽,為 貪 診 所 牽,～ 。
【慳 】HD.vol.7,p.705,aO節約;吝 嗇cf.『宋 書 』(A.D.5Cca.)
【嫉 】HD.vol.4,p.396,aO妬忌cf.『楚 辞』(A.D.2Cca.)
筆 者 は,「慳 嫉」 を 「慳(吝 嗇)」 と 「嫉(妬 み)」'とに分 け た。cf.GDTLS.p.326
【貪診 】 若 為貪 婬 所 牽,為 慳 嫉 所 牽,為 ○ ○ 所 牽,為 諛 諂 所 牽,～ 。
HD.vol.10,p.111,b貪得 無 厭cf.『叙 列 代 王 臣滞 惑 解 』(A.D.7Cca.)cf.拙稿[1998]p.20
【諛諂 】 若為 貪 婬 所 牽,為 慳 嫉 所 牽,為 貪 診 所 牽,為 ○ ○ 所 牽,～ 。
HD.vol.12,p.284,a奉承 諂 媚cf.『潜 夫 論 』(後 漢)
筆 者 は,「諛 諂 」 を類 義語 を重 ね た語 と理 解 し,一 語 で 「へ つ ら う こ と」 と解 釈 した。
【七 百 五 十 諸 欲 】 為 貪診 所 牽,為 諛 諂 所 牽,○ ○ ○ ○ ○ ○ 所 牽,～ 。
この 箇 所 を 「為 ～所 … 」 の 受 動 表 現 と理 解 し,筆 者 は 試 み に 「[為]七百 五 十 諸 欲 所 牽 」 と理 解 し
た 。 しか し,諸 版 にそ れ を支 持 す る記 述 は な い。 また,こ こ の 「七 百 五 十 諸 欲 」 の 意 味 は不 明 で あ
る。 筆 者 が確 認 した 限 り,そ の 語 は,『 阿 毘 達 磨 集 異 門 足 論 』 『阿 毘 達 磨 法 蘊 足 論 』 『阿毘 達 磨 大 毘
婆 沙 論 』 『成 実 論』 『大 智 度 論 』 に は現 わ れ な い。 一 つ の 可 能 性 と し て,「貪 婬,慳,嫉,貪 診,諛
諂 に繋 が れ,つ ま り,七 百 五 十 の 諸 欲 に繋 が れ,～ 」 と理 解 し,五 つ(?)の 具 体 例 に数 的 操 作 を加
えた 結 果 と も解 釈 で き よ う。 い ず れ にせ よ理 解 困難 な語 で あ る 。
(並川 孝 儀 氏 か ら,煩 悩 論 に 関 す る種 々 の御 教 示 を頂 い た。 厚 く感 謝 致 します 。)
【其 】 ○ 心 乱 時,不 能 自専 。cf.註⑯
【自専 】 其 心 乱 時,不 能○ ○ 。
HD.vol.8,p.1325,b親身独 任 其 事cf.『新 居 秋 夕夜 李 廓』(唐)
【調 嘆 】 若 ○ ○ 一 切 人 所思 念,～'
cf.朱慶 之 『佛 典 与 中 古 漢 語 詞 彙 研 究』 文 津 出 版 社1992年pp.116-117,齊藤[1997]p.37,
GDTLS.p.508
【多 沙 竭 】 若 欲 犯,若 已犯,其 ○ ○ ○ 所 教 誡 若 犯 之 。cf.註⑪
【教 誡 】 若 欲 犯,若 已犯,其 多 沙 竭 所 ○ ○ 若犯 之 。
【教 誡 】=【 教 戒 】HD.vol.5,p.446,b教導 和 訓 戒cf.『呉 子』(戦 国 時代?)
「教 誡 」 の 「誠 」 と 「戒 」 が 交 代 す る 例 と して ,『阿 弥 陀 三 耶 三 仏 薩 楼 仏 檀 過 度 人 道 経 』(T12.
p.313,a.5)や,『無 量 寿経 』(Tl2.p.275,b.14)があ る 。
【邪 嫉 】 某 諸所 作 ○ ○ 之意 。
【嫉 邪 】HD.vol.4,p.396,a憎恨 邪 悪cf.『贈 左 僕 射 鄭 国 公 厳 公 武 』(唐)
HD.には 「邪 嫉 」 は な く,「嫉 邪 」 で採 集 され て い る。
【明経 】 若 有 ○ ○ 説 法 者,断 止 人不 得 令 聞 。
HD.vol.5,p.614,b通暁経 術cf.『漢 書』(後 漢)
【呵 止 】 若 有 人 施与 鉢 、震 越 、飯 食 、床 臥具 、病 痩 医薬 所 作 功 徳,○ ○ 人不 得 令 与 。
HD.vol.3,p.254,b呵喝 阻止cf.『史 記』(B.C.90ca.)
【展 転 】作 無 央 数,不 止 ○ ○ 相 教 起 罪 。
HD.vol.4,p.47,a反復;変 化cf.『戦 国 策 』(前 漢)
筆 者 は,「 不 止 ○ ○ 」 で 「次 か ら次 に」 と理 解 した 。cf.GDTLS.pp.577-578
【勧 助 】見 人犯 者,於 辺○ ○ 。
HD.vol.2,p.826,a鼓励 扶 助cf.『羽 猟 賦 』(漢 代)
本 来 「勧 助 」 は 「促 し勧 め る,励 ま し助 け る」 とい っ た意 味 で あ る 。 こ この 「勧 助 」 もそ の 意 味 で
あ る 。 しか し,そ れ が 大 乗 経 典 にお い て,「 随 喜 」(Skt.anumodan?を意 味 す る場 合 が あ る。 そ の
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顕 著 な例 と して,支 婁 迦 讖 訳 『道行 般 若経 』 「滬 想 拘 舎 羅 勧 助 品」(T.8,pp.438-440)があ る。
cf.齊藤[1997]P.49,GDTLS.PP.343-344
【及値 】 以諸 所 作 悪 故,不 能○ ○ 是 聖 賢 身。
【値 】HD.vol.1,p.1454,a遇到;椪 上cf.『庄 子 』
「及値 」 で はHD .に採 集 され て い な い 。 「値 」 に は 「出 くわ す 」 とい う意 味 が あ り,筆 者 は 「及 値 」
で 「出 会 う」 と理 解 した 。
【及逮 】 某 諸 所 作 罪,不 能○ ○ 聞法,或 聞法 其 心 不 能 受 法,～ 。
HD.には 採 集 さ れ て い な い 。筆 者 は,「及 逮 」 を類 義 語 を重 ね た 語 と理 解 し,一 語 で 「至 る」 と解
釈 した。cf.齊藤[1997]pp.38-39,GDTLS.p.195
【諦 持 】 不 能 堅持 法,不 能 ○ ○ 法,而 怯 劣 無 瞻,～ 。
【諦 】HD.vol.11,p.353,a②仔 細 。 参 見"諦 視","諦 聴"。
【諦 視 】HD.vol.11,p.353,b仔細 察 看cf.『三 国 史』(西 晋)
「諦 持 」 で は ,HD.に採 集 され て い な い 。 しか し,「諦 視 」 「諦 聴 」 な ど の例 に基 づ き,筆 者 は 「諦
持 」 を 「つ ま び らか に保 つ 」 と理 解 した。
【怯 劣 】 不 能 諦 持 法,而 ○ ○ 無 瞻,其 形 色 不 能 致 得 端 政,～ 。
HD.vo1.7,p.470,a懦弱cf.『晋 書 』(A.D.644ca.)cf.GDTLS.p.328
【無 瞻 】 不 能 諦 持 法,而 怯 劣 ○ ○,其 形 色 不 能 致 得 端 政,～ 。
【瞻 】HD.vol.7,p.1262,bO看;望② 尊 仰;敬 視0観 察;察 看0視 ⑤贍
【膽 】HD.vo1.6,p.1388,a②胆 気;胆 量cf.『苟 子』(戦 国 時代)
筆 者 は文 脈 か ら,宋 版,元 版,明 版 の 支 持 す る 「膽 」 で 理 解 した 。
【端 政 】 而 怯 劣 無 瞻,其 形 色 不 能 致 得 ○ ○,所 生 常 少財 宝,～ 。
【端 正 】HD.vol.8,p.396,b②整 斉 均 称cf.『史 記 』(B.C.90ca.)
「端 政 」 で はHD .に採 集 さ れ て い な い。 筆 者 は,宋 版,元 版,明 版,宮 内 省 図 書 寮 本 の 支 持 す る
「端 正 」 で 理 解 した。 「政 」 と 「正」 の 交代 例 と して は,『 阿 弥 陀 三 耶 三 仏 薩楼 仏 檀 過 度 人 道 経 』
(Tl2.p.301,b.16)や,『無 量 寿 経』(Tl2.p.275,a.22)などが あ る 。
【兜 沙 陀 比 羅 】 不 能 得 ○ ○ ○ ○ ○ 無 所 塞礙 所 入 慧 。(cf.注(8))
【不 能 得 一 切 人 泥 疸 慧 功 徳 】
筆 者 は こ の箇 所 を諸 版 の記 述 通 り理 解 した。 しか し,こ の段 落 中 の 各 文 は,「不 能得 一 切 人 ～所 入
(or行)慧功 徳 」 や 「不 能 得 一 切 人 ～所 入功 徳 」 の形 で説 か れ て お り,こ こ の 「不 能得 一切 人泥 疸慧
功 徳 」 は,「不 能得 一 切 人 泥 疸[所 入]慧 功 徳 」 や 「不 能 得 一 切 人泥 沮 慧[所 入]功 徳 」 の 形 で 理 解 す
べ きか も しれ な い 。
この箇 所 の 記 述 は,大 き く二 系 統 に分 か れ て い る 。 つ ま り,高 麗 蔵,房 山 石 経 と,宋 版,元 版,明
版,宮 内省 図書 寮 本 の 二系 統 で あ る 。
若他 人 起悪 意 向 某,若 有衆 ○,若 某起 慈(v.1.悪;三本,宮)心向 他 人,若 有 衆 ○,～ 。
【兵 】HD.voL2,p.88,bO兵器cf.『詩 』(西 周 ～ 東 周)② 兵 卒;軍 隊cf.『春 秋 左 氏 伝 』(前
漢 末 後)③ 軍 事;戦 争cf.『春 秋 左 氏 伝』(前 漢 末 後)0用 兵 器 殺 人cf.『史 記』(B.C.90ca.)⑤
猶 傷 害cf.『呂 氏 春 秋』(B.C.3Cca.?)⑥謂 戦 死cf.『礼 記 』
(なかみかど けいきょう 文学研究科仏教学専攻博士後期課程)1998年10月14日受理
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